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紹
介
と
批
評

外
崎
光
廣
編

九
二

（
六
七
二
）

『
植
木
枝
盛
家
族
制
度
論
集
』

　
近
年
、
い
わ
ゆ
る
自
由
民
権
蓮
動
を
め
ぐ
る
研
究
が
飛
躍
的
な
進
展
を
と
げ
、

明
治
史
の
攻
究
に
あ
ざ
や
か
な
新
地
園
を
え
が
き
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の

と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
自
由
民
穫
運
動
の
立
役
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
最
高
の

理
論
的
指
導
者
で
あ
つ
た
植
木
枝
盛
に
つ
い
て
は
、
職
前
ま
で
・
そ
の
理
論
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

そ
の
他
の
業
績
も
、
な
が
く
忘
却
の
な
か
に
葬
ら
れ
て
い
た
、
い
わ
ば
埋
れ
た

や
　
　
む
　
　
ヤ

思
想
家
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
、
か
ね
て
彼
に
注
目
し
て
堅
實
な
調
査
を
す
す

め
ら
れ
、
と
く
に
そ
の
政
治
思
想
を
究
明
さ
れ
て
き
た
鈴
木
安
藏
教
授
の
先
騙

的
成
果
は
、
最
近
、
家
永
三
郎
教
授
の
努
力
に
よ
つ
て
さ
ら
に
敷
衛
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
植
木
の
生
涯
と
思
想
の
大
観
を
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
「
革
命
思
想
の

先
騙
者
ー
植
木
枝
盛
の
人
と
思
想
－
」
（
醐
轍
譜
鋸
争
）
の
刊
行
が
そ
れ
で
あ
る

（
魏
蟄
楚
黙
薙
薦
霧
鷲
蓮
）
．

　
爾
來
、
多
く
の
明
治
史
の
專
家
の
聞
に
は
、
枝
盛
が
、
一
つ
の
大
き
な
研
究

題
目
と
な
つ
て
き
た
感
す
ら
あ
る
。
別
言
す
れ
ぽ
、
久
し
い
期
間
、
埋
れ
た
思

想
家
と
し
て
世
人
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
た
彼
は
、
こ
こ
に
一
韓
し
て
つ
よ
い
照



明
を
あ
て
ら
れ
、
あ
か
る
い
脚
光
を
あ
び
て
、
わ
れ
わ
れ
の
ま
え
に
登
場
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

　
ま
こ
と
に
、
植
木
は
、
明
治
の
時
代
が
生
ん
だ
人
材
で
あ
つ
た
。
彼
の
思
想

の
全
分
野
の
概
要
は
、
家
永
教
授
の
螢
作
に
ゆ
ず
る
が
、
そ
の
き
び
し
い
思
索

の
は
て
の
所
産
で
あ
る
猫
創
的
な
、
透
徹
し
た
理
論
が
、
現
代
に
投
ず
る
教
訓

は
き
わ
め
て
大
き
い
。
當
時
と
し
て
は
、
進
歩
の
極
限
を
示
す
彼
の
政
治
思
想

に
つ
い
て
は
、
鈴
木
教
授
の
筆
に
な
る
先
行
業
績
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
で
あ
る

彼
の
政
治
思
想
の
核
心
を
閾
明
さ
れ
た
論
稿
■
「
植
木
枝
盛
の
人
民
主
灌
論
」

（
蟹
思
纏
謎
廉
理
）
が
、
こ
の
た
び
「
明
治
史
研
究
叢
書
」
第
四
雀
（
碑
際
禰
詠
堵
鰯
）

に
再
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
ろ
こ
び
に
た
え
ぬ
（
鰍
綿
朗
棚
殆
波
痢
畑
號
髄
磯
喰
朧
覇
識

謹
以
。
硲
額
六
）
．

　
し
か
し
、
彼
は
、
た
だ
に
す
ぐ
れ
た
政
治
思
想
家
で
あ
つ
た
ば
か
り
で
は
な

く
、
肚
會
問
題
や
家
族
生
活
に
つ
い
て
も
、
き
わ
め
て
進
歩
的
な
見
解
を
も
つ

啓
蒙
思
想
家
で
あ
つ
た
。
彼
の
肚
會
思
想
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
明
治
前
期
近

代
思
想
の
極
致
を
示
す
も
の
で
あ
つ
た
。
家
族
問
題
を
ふ
く
む
彼
の
肚
會
思
想

の
梗
概
は
、
家
永
教
授
に
よ
り
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
教

授
の
大
き
な
功
績
で
あ
つ
た
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
枝
盛
の
家
族
制
度
論
に
、
筆
者
は
つ
よ
く
心
を
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
つ

た
。
け
だ
し
そ
れ
は
、
家
族
制
度
復
活
の
聲
さ
え
一
部
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
今

日
、
牛
封
建
的
家
族
制
度
の
樫
楷
に
い
さ
さ
か
の
澁
滞
逡
巡
も
な
く
果
敢
な
挑

戦
を
こ
こ
ろ
み
た
彼
の
思
想
が
、
い
ま
な
お
、
わ
れ
わ
れ
現
代
入
の
胸
を
う
つ

切
實
な
ひ
び
き
を
も
つ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
植
木
の
か
が
や

か
し
い
家
族
制
度
論
を
集
大
成
し
世
人
の
共
同
財
産
に
し
た
い
、
と
念
願
さ
れ
、

こ
れ
が
陽
の
目
を
み
た
の
が
、
實
に
、
外
崎
光
廣
氏
の
編
集
に
か
か
る
本
書
な

紹
介
と
批
評

の
で
あ
る
。

　
く
し
く
も
本
年
は
、
枝
盛
生
誕
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
（
安
政
四
年
正
月
二
〇

日
、
土
佐
國
に
生
れ
た
）
。
故
人
の
業
績
を
た
か
く
顯
揚
す
る
に
、
絶
好
の
機

會
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
書
の
護
刊
は
、
た
し
か
に
時
宜
に
適
し
た
企
畳

で
あ
り
、
植
木
研
究
に
一
期
を
劃
す
る
も
の
、
と
構
し
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま

い
。
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
く
、
散
侠
せ
る
資
料
の
蒐
集
・
複
刻
は
、
す
こ

ぶ
る
至
難
の
業
で
あ
る
。
本
書
の
編
集
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
は
ら
わ
れ
た
外

崎
氏
に
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。
な
お
、
同
氏
に

っ
き
一
言
す
る
な
ら
ば
、
高
知
短
期
大
學
講
師
と
し
て
家
族
法
を
專
攻
さ
れ
て

い
る
學
界
の
新
鋭
で
あ
り
、
昨
年
「
家
族
制
度
か
ら
の
解
放
」
（
鮪
痴
瀦
融
訪
嘱
鰯
書
）

な
る
著
述
を
世
に
お
く
ら
れ
た
ほ
か
、
貴
重
な
論
考
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
學
術
雑
誌

ら
襲
表
さ
れ
て
い
る
。
將
來
ま
す
ま
す
自
重
研
讃
さ
れ
、
學
界
の
推
進
力
と
な

ら
れ
ん
こ
と
を
、
切
に
所
つ
て
や
ま
な
い
。

二

　
さ
て
、
本
書
は
前
後
二
部
に
わ
か
た
れ
、
第
一
部
に
は
、
明
治
一
九
年
よ
り

晩
年
に
い
た
る
ま
で
に
獲
表
し
た
論
説
・
演
説
速
記
を
、
第
二
部
に
は
、
初
期

の
新
聞
投
書
・
未
刊
稿
本
・
縣
會
に
封
す
る
建
議
・
建
白
書
の
要
領
な
ど
を
牧

め
、
そ
れ
ぞ
れ
、
護
表
順
・
日
附
順
に
登
載
し
て
あ
る
。
資
料
の
解
題
は
、
雀

末
に
添
加
さ
れ
て
い
る
。
資
料
の
整
理
・
編
集
に
適
任
者
を
え
た
た
め
、
一
讃

し
て
き
わ
め
て
整
然
た
る
排
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。
豊
富
な
資
料
が
、
渾
然
と

見
事
に
整
序
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
の
誇
り
と
し
て
い
い
。
以
下
、
簡
輩

に
内
容
を
し
る
し
て
、
紹
介
の
責
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。

　
本
書
に
牧
録
し
て
あ
る
論
読
そ
の
他
の
、
表
題
・
掲
載
紙
・
獲
行
年
を
列
學

九
三

（
六
七
三
）



紹
介
と
損
諮

す
れ
ば
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
第
一
部

老
　
　
人
　
　
論

親
　
　
子
　
　
論

日
本
人
、
家
の
思
想

兄
　
　
弟
　
　
論

男
女
及
夫
婦
論

世
の
婦
女
達
に
渤
む

婦
女
が
生
意
氣
に
な
る
と
の
言
に
就
て
論

ず婦
人
女
子
將
來
の
天
地

婦
人
の
責
任

女
子
の
磁
力

民
法
上
に
就
き
夫
婦
の
不
同
椹
を
論
す

刑
法
上
に
就
き
夫
婦
の
不
同
椹
を
論
ず

相
績
法
に
就
き
男
女
の
不
同
椹
を
論
す

婦
人
女
子
肚
會
の
交
際

婚
　
　
姻
　
　
論

育
　
　
幼
　
　
論

國
家
組
織
の
基
礎

女
穫
撰
張
に
關
す
る
近
報

養
　
　
子
　
　
論

相
　
　
績
　
　
論

女
椹
の
伸
縮

男
女
の
同
罐

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

國
民
之
友

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

土
陽
新
聞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治
一一一〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇九九九九九九九

子
婦
は
舅
姑
と
別
居
す
可
し

，
民
法
上
及
ぴ
其
他
に
於
け
る
夫
婦
の
椹
利

如
何
な
る
民
法
を
制
定
す
可
き
耶

一
夫
一
婦
の
建
白
に
就
き
て
辮
ず
る
所
あ

り集
會
及
政
杜
法
の
改
正

婦
人
を
侮
辱
せ
る
政
府
委
員
を
駁
撃
す

　
　
第
二
部

論
養
　
子
　
法

婚
姻
ノ
制
度
ヲ
定
ム
可
キ
論

婚
　
　
姻
　
　
論

萬
人
同
椹
ノ
義

男
女
同
椹
二
就
キ
テ
ノ
事

養
子
ノ
非
理

婚
姻
ト
男
女
同
椹

女
子
教
育
ノ
要

支
那
の
道
徳
書
と
妾

高
等
女
學
校
設
立
の
建
議

東
洋
と
西
洋
の
夫
婦

自
己
創
造
の
子

一
夫
一
婦
の
建
白
要
領

九
四

（
六
七
四
）

國
民
之
友

女
學
雑
誌

國
民
之
友

女
學
雑
誌

自
由
新
聞

大
目
本
帝
國
議
會
誌

郵
便
報
知
新
聞
　
　
明
治

謄
篇
稿
本

謄
爲
．
稿
本

自
筆
稿
本
（
無
天
雑
録
）

謄
篇
稿
本

自
筆
稿
本
（
無
天
雑
録
）

自
筆
稿
本
（
無
天
雑
録
）

自
筆
稿
本
（
無
天
雑
録
）

自
筆
稿
本
（
無
天
雑
録
）

土
陽
新
聞

自
筆
稿
本
（
無
天
雑
録
）

自
筆
稿
本
（
無
天
雑
録
）

令
知
會
雑
誌

一
二

二
二

二
二

二
二

二
三

二
四二二〇〇〇三二二二二二〇九

　
右
の
う
ち
、
明
治
九
年
二
月
二
五
日
、
「
郵
便
報
知
新
聞
」
投
書
欄
に
掲
げ

ら
れ
た
「
論
養
子
法
」
は
、
拙
稿
「
明
治
九
年
の
養
子
論
雫
と
植
木
枝
盛
」

（
淋
濫
醗
配
蹴
囎
七
）
に
、
二
〇
年
九
月
三
日
よ
り
同
月
一
八
目
ま
で
「
土
陽
新
聞
」

肚
読
欄
に
漣
載
さ
れ
た
「
養
子
論
」
の
後
牟
は
、
拙
稿
「
明
治
前
期
に
お
け
る



養
子
論
」
（
琳
聯
聯
毘
厩
囎
五
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
複
刻
し
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
。

　
植
木
の
家
族
飼
度
に
關
す
る
論
述
は
、
本
書
に
集
載
し
た
諸
編
の
ほ
か
、
輩

行
本
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
「
東
洋
之
婦
女
」
と
、
駿
娼
關
係
の
論
観
．
演
読
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
紙
幅
の
都
合
上
、
本
書
に
お
い
て
は
除
外
し
て
あ
り
、
編

者
は
他
目
を
期
し
て
お
ら
れ
る
。
明
治
二
二
年
に
出
版
さ
れ
た
「
東
洋
之
婦
女
」

は
、
「
土
陽
新
聞
」
に
登
載
さ
れ
た
「
男
女
及
夫
婦
論
」
「
婚
姻
論
」
「
婦
人
女
子

、
吐
會
の
交
際
」
「
婦
人
女
子
將
來
の
天
地
」
の
四
編
に
、
加
除
・
補
正
の
筆
を
い

れ
た
も
の
で
、
こ
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
玉
城
肇
教
授
も
腸
れ
ら
れ
て

い
る
（
誘
．
嘘
猛
難
蓄
轡
．
譲
裂
醜
馨
）
．

　
雀
末
の
「
解
題
」
に
お
い
て
編
者
は
、
本
書
に
探
録
し
た
論
説
の
な
か
で
、

筆
名
に
よ
る
も
の
や
、
無
記
名
の
も
の
が
（
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
明
治
一
九

年
よ
り
二
一
年
ま
で
の
間
に
、
「
土
陽
新
聞
」
肚
説
と
し
て
娼
載
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
）
、
は
た
し
て
植
木
の
執
筆
に
相
違
な
か
つ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
や
や
詳
密
に
考
謹
さ
れ
て
い
る
。
枝
盛
の
論
稿
と
断
定
さ
れ
る
結
論
に

は
、
筆
者
と
し
て
も
異
存
は
な
く
、
妥
當
な
所
見
と
お
も
わ
れ
る
。

　
お
わ
り
に
、
望
蜀
の
言
を
弄
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
た
い
。
そ
れ
は
、
「
解

題
」
の
な
か
に
、
植
木
の
家
族
制
度
論
全
般
に
封
す
る
編
者
の
見
解
が
う
か
が

え
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
解
題
」
と
い
う
制
約
か
ら
し
て
、
あ
る
い
は
、

は
ぶ
か
れ
た
の
か
と
も
推
察
す
る
が
、
た
と
え
ば
、
昨
年
、
筆
者
が
指
摘
し
た

ご
と
く
、
枝
盛
の
思
想
の
遍
歴
と
い
う
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
（
葡
柵
魯
嘲
翻
も
翻

解
晩
輔
淋
枝
）
、
編
者
は
い
か
が
思
考
せ
ら
れ
る
や
。
す
く
な
く
と
も
、
彼
の
家
族

制
度
論
の
綜
合
的
解
明
と
い
う
重
要
課
題
へ
の
、
編
者
と
し
て
の
接
近
方
法
の

一
端
は
示
さ
れ
て
も
よ
か
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と

は
、
本
書
の
贋
値
を
毫
も
そ
こ
な
う
も
の
で
は
な
い
。
近
き
將
來
、
こ
の
黙
を

紹
介
と
批
評

め
ぐ
る
編
者
の
明
快
な
所
論
を
、
期
し
て
ま
ち
た
い
。

三

　
土
佐
の
生
ん
だ
俊
傑
で
あ
り
、
わ
が
近
代
思
想
史
上
、
か
が
や
く
地
位
を
占

め
る
植
木
枝
盛
の
、
ゆ
た
か
な
含
蓄
と
高
度
の
濁
創
性
を
そ
な
え
た
家
族
制
度

に
關
す
る
縷
骨
の
雄
編
が
、
心
に
く
き
ま
で
に
整
序
さ
れ
た
後
、
一
雀
の
書
に

ま
と
め
ら
れ
、
容
易
に
研
究
者
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
は
、

斯
學
の
襲
展
の
た
め
慶
賀
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
學
の
士
よ
り
、
早

期
の
公
刊
が
翼
望
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
幾
多
の
貴
重
な
資
料
が
、
こ
の
た
び
活

字
に
う
つ
さ
れ
る
は
こ
び
と
な
つ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
有
意
義
な
事
業
と
し

て
た
た
え
ら
れ
て
よ
く
、
護
行
者
で
あ
る
高
知
市
立
市
民
圖
書
館
の
英
断
と
、

編
者
た
』
る
外
崎
氏
の
努
力
に
封
し
、
こ
こ
に
か
さ
ね
て
畏
敬
の
念
を
表
し
た
い
。

　
と
ま
れ
、
將
來
の
植
木
研
究
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
近
代
思
想
史
究
明

の
た
め
、
さ
ら
に
は
、
家
族
法
學
の
現
代
的
課
題
へ
の
反
省
の
た
め
の
こ
よ
な

き
文
献
乏
し
て
、
本
書
の
も
つ
贋
値
は
、
き
わ
め
て
た
か
く
詐
債
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
え
て
拙
文
を
草
し
、
あ
ま
ね
く
江
湖
諸
彦
に
本
書

を
推
奨
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
　
（
高
知
市
立
市
民
圖
書
館
刊
　
B
6
判
　
四
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